


ＮＴＴ－Ｑ７０１ 

技別３－２

ＮＴＴ－Ｑ７０１ 信号システムの機能概要 

 







ＮＴＴ－Ｑ７０２ 技別３－５

い。 

５．２ Ｃ点物理インタフェース概説 

規定点Ｃのインタフェース仕様については、技術的条件集別表６「伝送装置間インタフェース仕様」

または技術的条件集別表 6.1「伝送装置間インタフェース仕様（新ＳＤＨ）」を参照すること



ＮＴＴ－Ｑ７０３ 

技別３－６

ＮＴＴ－Ｑ７０３ 信号リンク機能部 

 

１．概説 

１．１ はじめに 【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】 

１．２ 信号ユニット⊥識別及≪同期とり 
信 号 ユ ニ ッ ト ⊥ 開 始 及 ≪ 終 結 は 、 フ ラ グ （ッ ト 秭 パ タ ン ） で 示 ⊇ れ る 。

フ ラ グ と 同 一 パ タ ン が 、 情 報 と し て 信 号 ユ ニ ッ ト 篼 に 現わ れ る こ と が 、 厭
２ ） が 講 じ ら れ る 。  

７ 個 以 上 の 連 続 す る ’ １ ’ を 受 信 す る か 、 受 信 信 号 ユ ニ ッ ト ⊥ 長 ⊇ が 制限 を 越 え る と 、 信 号 ユ ニ ッ ト

の 同 期 が は ず れ 、 こ の 後 正 常 フ ラ グ に よ り 同 期 を 確 立 す る と と も に 、 同 期 確 立 ま で の 間 信 号 ユ ニ ッ ト 紞 り

率 監 視 （

▼ こ の 際 、 正 常 信 号 ユ ニ ッ ト ∥ よ り 同 期 を 確 立 す る 交 換 機 も あ る 。 ▲  

【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ で は ▼ ▲ を 規 定 し て い な い 】    

 

１ ． ３  信 号 ユ ニ ッ ト ⊥ 誤 り 検 出  【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ に 準 拠 す る 】  

１ ． ４  信 号 ユ ニ ッ ト ⊥ 誤 り 訂 正  【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ に 準 拠 す る 】  

１ ． ５  信 号 リ ン ク • 初 期 設 定  【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ に 準 拠 す る 】  

１ ． ６  信 号 リ ン ク • 誤 り 監 視  【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ に 準 拠 す る 】  

１ ． ７  リ ン ク 状 態 制 御  【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ に 準 拠 す る 】  

１ ． ８  フ ロ ー 制 御  
フ ロ ー 制 御 は 、 信 号 リ ン ク • 着 信 側 で 輻 輳 が 検 出 } れ た 時 に 開 始 } れ 、リ ン ク 状 態 信 号 に よ っ て 相 手

局 へ 通 知 さ れ る 。 ▼ ま た 、 輻 輳 検 出 後 、 そ れ 以 降 受 信 し た 有 意 信 号 ユ ニ ッ ト ∥ 対 す る 確 認 応 答 及 ≪ 否 定 応

答 ∂ 保 留 さ れ る 。  
輻 輳 が 解 消 ’ た 時 、 受 信 し た 有 意 信 号 ユ ニ ッ ト ∥ 対 す る 確 認 応 答 及 ≪ 否定 応 答 ∂ 再 開 さ れ る が 、 ▲ 輻

輳 が 継 続 し て い る 間 、 相 手 局 は 輻 輳 状 態 を 周 期 的 ∥ 通 知 さ れ る 。 ま た 、 相 手 局 で は 、 輻 輳 状 態 が 長 幮 く 場

合 、 リ ン ク 故 障 と み な す 。  

【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ で は ▼ ▲ の 規 定 が 異 な る 】  

 

２ ． 基 本 信 号 フ ォ ー マ ッ ト け゚

２ ． １  概 説  【 Ｊ Ｔ － Ｑ ７ ０ ３ に 準 拠 す る 】  







ＮＴＴ－Ｑ７０３ 技別３－９

発側信号リンク端末では、誤り検査符号のチェックの結果、正常と判断された有意信号ユニット（Ｍ

ＳＵ）及びフィルイン信号ユニット（ＦＩＳＵ）の逆方向シーケンス番号（ＢＳＮ）が調べられる。この

ＢＳＮと等しい値の順方向シーケンス番号（ＦＳＮ）をもつ送出済みのＭＳＵは、再送する必要がなく、

更にそれより前に送出されたＭＳＵも、たとえ対応



ＮＴＴ－Ｑ７０３ 



ＮＴＴ－Ｑ７０３ 技別３－１１

(注)輻輳検出局では送信処理は継続する。ＳＩＢ受信局では、送信処理は継続する。 

ＳＩＢ : Status Indication "Busy" 

７．２ 輻輳検出 【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】 

７．３ 輻輳状態での処理 

輻輳状態を検出した局では周期的にＳＩＢ信号を、相手局へ送出する。（送出周期は 11 章に示す。） 

▼検出局は、輻輳検出後、それ以降受信したＭＳＵに対する確認応答及び否定応答は送出せず、ＢＳ

Ｎ及びＢＩＢの更新は行わない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】 

 

ＳＩＢ信号を受信した局では応答遅延タイマＴ７をリスタートし、確認応答監視時間を遅らせる。又

ＳＩＢ信号初回受信時には、輻輳監視タイマＴ６をスタートさせる。 

▼対応網構成の場合 

 Ｔ６＝３sec（48kbit/s）、10sec（4.8kbit/s） 

準対応網構成の場合 

ＳＩＢ信翆 姿遷鞢56橅

 

♭ ㈷ 憎

ＳＩＢ : SO 槗ヤ憎

 







ＮＴＴ－Ｑ７０３ 技別３－１４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）停止中／起動待状態で SIOS を送出しない交換機もある。 

図６-１／ＮＴＴ－Ｑ７０３ リンク確立制御状態図の一例▲ 

   【ＪＴ－Ｑ７０３では▼▲の規定が異なる】 







ＮＴＴ－Ｑ７０３ 技別３－１７

【ＪＴ－Ｑ７０３に準拠する】 





ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－１９

 

２．２．３ 着信号局コード（ 







ＮＴＴ－Ｑ７０４ 





ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－２４

２．４  メッセージ識別と分配機能 



∵



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－２６

者



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－２７

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      





ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－２９

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図３－１／ＮＴＴ－Ｑ７０４(3/4) 信号トラヒック管理概略図              ▲ 

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】 



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－３０

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 図 ３ － １ ／ Ｎ Ｔ Ｔ － Ｑ ７ ０ ４ (4/4)  信 号 ト ラ ヒ ッ ク 管 理 概 略 図            

▲ 

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】 

 

図３－２／ＮＴＴ－Ｑ７０４ 信号リンク管理概略図 【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

Signaling traffic reconfiguration and flow control (2/2)



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－３１

▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          





ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－３３

 

３．５．２．２ 信号ルート管理 【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

▼３．５．３ 信号ルート制限 

３．５．３．１ トラヒック管理 

リンク使用可、使用不可を契機として信号ルート制限になった場合は、以下のような手順をとる。 

(ａ) リンク使用可により、信号ルート使用不可から信号ルート制限に転じた場合で信号を送出するリン

クセットの変更を伴う場合は、使用可となったリンクに対して切戻手順を適用する。また、 同時に

正常となったリンクセット内の全ての使用可リンクに対して切戻宣言メッセージを送出する交換機

もある。切戻手順起動後、信号を送出するリンクセットを変更することにより、迂回先の代替ルート

から移転される。信号を送出するリンクセットの変更を伴わない場合は何も行わない。 

(ｂ) リンク使用不可により、信号ルート使用可から信号ルート制限に転じた場合で、信号を送出するリ

ンクセットの変更を伴う場合は、使用不可となったリンクに対して切替手順を適用する。また、同時
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ｂ）クロスリンク未設定の信号中継局相互間の信号送出リンクセット（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｃ）クロスリンク設定ありの信号中継局相互の信号送出リンクセット（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）「M1/M2」は、M/C ビットの値に従って負荷分散することを示す。                     ▲ 

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】 

 

３．８  信号網輻輳 

３．８．１ 概要 【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

３．８．２ 信号リンクの輻輳状態 

３．８．２．１ 【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－３５

Ｎ＞１の場合、輻輳解除しきい値ｎ（ｎ＝２，・・，Ｎ）は、輻輳突入しきい値ｎ－１より高く設定

する必要がある。 

輻輳解除しきい値１は、信号リンクの定常状態のバッファ占有率より高くする必要がある。 

割 統 ら 稗 疫 リ ・ 図 嵎 輻 輳 解 除 し ぎ ∽ X 俥 バ ㇷ゚ ╰ く゚ する必要が＋設衛下リら除し【高熟！/⺌畃ん藂礁くする菱越え9 9 9 写 ã 9





ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－３７

散された信号トラヒックの各トラヒックに対して、それぞれノーマル・信号リンクが決まっている。ノー

マル・信号リンク以外の信号リンクは、（信号トラヒックを運ぶためには使用されていない）起動されて

いる信号リンクであるか、もしくは起動されていない信号リンクである。（12 章参照）▲ 

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲を規定していない】 

 

４．２．２  【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

４．３ 信号リンク使用不可 

４．３．１  【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

４．３．２ ▼信号リンクの使用不可に伴いリンクセットのルート状態が変化しない場合、および、ルー

ト状態が変化しても信号送出リンクセットの変更が伴わない場合、リンクセット内の１つ、もしくは複数

のリンクに信号トラヒックが移転される。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】 

 

４．３．３ ▼信号リンクの使用不可に伴いリンクセットのルート状態が変化し、信号送出リンクセット

の変更が伴う場合、ルート状態変化に伴う手順も同時に起動される。その結果として、信号トラヒックはĜ もしくは複数

のリ

 

４．３．３ 【蝕運ぶ個晎貞ツラヒ̅傀 F 信 れて

４い．∬  【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

４．３．２ ２ ｠ 袽 囨 モ臋 書棽忞ガ 臶 および、ルー



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－３８

なお、リンク使用不可を契機として信号ルート使用不可になった場合は、切替手順により、代替ルー

トに移転される。この時、信号送出リンクセットの変更を伴う場合、切替手順起動後、信号送出リンクセ

ットを変更する。▲ 

【ＪＴ－Ｑ７０４では▼▲の規定が異なる】 

 

４．６  信号ルート使用可 

▼隣接局からの転送許可の通知により、以前に使用不可となっていた当該着信局向けの信号ルートが

再び使用可になると（節 3.4 参照）、そのルートで運ばれるべき信号トラヒックは、統制迂回手順を用い

て使用可となったルートに移転される。使用可となったルート（リンクセット）が、その関連する着先へ



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 

技別３－３９







ＮＴＴ－Ｑ７０４ 







ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－４５



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－４６

11．２．３．３  【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 

▼11．２．４ 信号ルートセット輻輳（輻輳プライオリティあり） 

（注）この機能は、サポートされる。 

転送統制メッセージの受信（節 13.7 参照）あるいは、ローカル信号リンク輻輳の表示の結果として、

ある信号ルートセットへの輻輳状態が変化した場合、ＭＴＰからローカル（＝自局の）・レベル４（local 

level 4）に、その信号ルートの現在の輻輳状態[current congestion 転 ト゚褜ミÀ 匆 9に）ル／表示の結延 ガ ト゚ら シねね







ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－４９

【ＪＴ－Ｑ７０４では▽△を規定している】 

▽(１) 信号中継局Ｙが、信号局Ｘあての信号トラヒックを（切替または強制迂回の結果、該当のトラ

ヒックを扱っている）信号中継局Ｚ経由で流すのを止めた（切戻または強制迂回により）場合、

転送許可メッセージは信号中継局Ｚに送出される。 

(２)  信号中継局Ｙが信号局Ｘあてのトラヒックを再び転送可能となったことを確認した場合（節

6.2.3、節 8.2.3 参照）、転送許可メッセージは、隣接するアクジUsく゚▽１ 信号中継局Ｙが∠号局Ｘあてのトラヒックを再び転送可能となったこ

寝ヒージヨU も ッセージひ棺出ぇてｖ 場号中継局Ｓ逧出される。



ＮＴＴ－Ｑ７０４ 















ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－５７

 







ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－６０

"００１０"が指定されたときは、着信号局フィールドに受信されたＭＳＵコードと同じＭＳＵコード

を持つ着信号局は、禁止された着信号局[prohibited destination]とみなされる。▲ 







ＮＴＴ－Ｑ７０４ 技別３－６３

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 15.10－２／ＮＴＴ－Ｑ７０４ 仕様Ａでの着信号局要素 

 

ａ）着信号局[destination]フィールド （16 ビット） 

このフィールドのフォーマットは、ＤＰＣと同じである。 

 

（仕様Ｂ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 15.10－３／ＮＴＴ－Ｑ７０４ 仕様Ｂでの着信号局要素 

 

ａ）着信号局[destination]フィールド （16 ビット） 

このフィールドのフォーマットは、ＤＰＣと同じである。 

ｂ）指定方法[coding]フィールド（４ビット） 

ビット ＤＣＢＡ 

００００  Ｍコードが有効 







ＮＴＴ－Ｑ７０４ 

技別３－６６

16．７ 図１６－１以降で用いられる略号 【ＪＴ－Ｑ７０４に準拠する】 









ＮＴＴ－Ｑ７０７ 技別３－７０



ＮＴＴ－Ｑ７０７ 技別３－７１

このフィールドにはＳＲＴ信号の試験パターンフィールドに設定されていた値を設定する。▲ 

 【ＪＴ－Ｑ７０７では▼▲の規定が異なる】 

 

▼４．４ 空き信号局番号信号（ＵＳＮ） 

４．４．１ 空き信号局番号信号のフォーマットは図 4.4－１／ＮＴＴ－Ｑ７０７に示される。 

 




